
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
の

方
へ
の
声
か
け
運
動
を

年
金
者
組
合
練
馬
支
部
２

２
回
大
会
は
５
月
２
５
日
、

練
馬
区
職
員
研
修
所
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

活
動
報
告
で
は
、
「
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
即
時
廃
止
」

「
最
低
保
障
年
金
制
度
確
立
」

を
粘
り
強
く
闘
っ
て
き
た
こ

と
、
一
人
暮
ら
し
の
方
へ
の

働
き
か
け
が
不
十
分
で
あ
っ

た
こ
と
な
ど
が
報
告
さ
れ
ま

し
た
。

今
年
度
の
方
針
で
は
、
対

区
を
基
礎
と
し
た
対
自
治
体

交
渉
や
対
政
府
交
渉
に
「
後

期
高
齢
者
医
療
制
度
即
時
廃

止
」
「
最
低
保
障
年
金
制
度

確
立
」
を
高
く
掲
げ
要
求
し

て
い
く
、
そ
し
て
粘
り
強
く

運
動
を
継
続
し
て
い
く
こ
と
、

そ
れ
と
同
時
に
「
一
人
暮
ら

し
の
高
齢
者
の
方
へ
の
声
か

け
運
動
」
の
実
践
と
「
高
齢

者
の
居
場
所
づ
く
り
」
の
運

動
を
他
団
体
と
の
共
同
を
含

め
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
、

ま
た
、
多
様
な
サ
ー
ク
ル
活

動
を
通
じ
て
仲
間
づ
く
り
を

強
化
し
て
い
く
、
目
標
の
５

０
０
人
の
組
合
員
を
年
内
に
。

規
約
改
正
、
従
来
の
大
会

を
「
総
会
」
に
。
そ
の
他
、

規
約
の
必
要
文
章
を
追
加
、

又
は
削
除
す
る
。

大
会
は
、
熱
心
な
議
論
を

展
開
、
最
後
に
執
行
委
員
会

の
報
告
、
提
案
を
満
場
一
致

で
承
認
し
ま
し
た
。

練
馬
労
連
が
一
丸
と
な
っ

て
「
早
期
に
１
０
０
名
の

組
織
拡
大
実
現
」
を
！

５
月
２
９
日
（
日
）
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ユ
ニ
オ
ン
（
Ｃ
Ｕ
）

東
京
練
馬
支
部
第
２
回
総
会

が
開
催
さ
れ
、
２
０
１
１
年

度
の
活
動
方
針
や
新
役
員
が

確
認
さ
れ
ま
し
た
。

労
働
相
談
を
機
に
４
名
が

新
た
に
加
入
し
、
個
々
の
劣

悪
な
相
談
内
容
に
「
労
働
組

合
が
あ
っ
た
ら
こ
ん
な
こ
と

に
」
と
思
う
ば
か
り
で
す
。

「
新
自
由
主
義
」
「
格
差
」

の
し
わ
寄
せ
を
集
中
的
に
受

け
て
い
る
「
労
働
者
の
よ
り

所
」
と
し
て
、
ま
た
労
働
者

の
権
利
と
生
活
を
守
る
「
地

域
運
動
の
前
進
」
を
図
る
た

め
に
も
、
Ｃ
Ｕ
東
京
練
馬
支

部
の
拡
大
が
重
要
で
す
。

「
早
期
に
１
０
０
名
の
組
織

拡
大
」
を
目
標
に
当
面
３
０

０
名
の
拡
大
に
取
り
組
み
ま

す
。新

委
員
長
に
練
馬
労
連
議

長
の
掛
端
光
夫
さ
ん
が
選
出

さ
れ
ま
し
た
。

職
場
か
ら
組
織
拡
大
を
進

め
る
た
め
に
月
額
１
，
０
０

０
円
の
協
力
組
合
員
を
募
っ

て
い
ま
す
。

応
援
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

憲法と平和のつどい

講演と平和の歌
7月23日（土）16時開演
参加費1500円、ペア2500円

発行所：練馬区労働組合総連合
練馬区中村北１－６－２

東京土建練馬支部内
電話０３－３８２５－７１４６

fax ０３－３８２５－７１１７
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２
０
１
１
年
度
都
教
組
練

馬
支
部
定
期
大
会
が
五
月

二
十
一
日
（
土
）
練
馬
区

勤
労
福
祉
会
館
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
執
行
部
か
ら

の
昨
年
度
経
過
報
告
、
今

年
度
運
動
方
針
案
、
決
算
・

予
算
案
な
ど
の
提
案
を
受

け
て
、
参
加
し
た
代
議
員

の
活
発
な
討
論
が
続
き
ま

し
た
。

討
論
で
は
、
小
一
３
５
人

学
級
実
現
、
組
合
加
入
、

職
場
づ
く
り
、
管
理
職
問

題
、
図
書
館
管
理
員
配
置
、

指
導
力
不
足
教
員
問
題
、

大
規
模
校
の
養
護
教
員
配

置
、
中
一
ギ
ャ
ッ
プ
に
よ

る
加
配
が
、
入
学
式
後
に

は
が
さ
れ
た
問
題
、
専
門

部
の
学
習
会
の
取
り
組
み
、

原
発
問
題
へ
の
取
り
組
み

な
ど
の
発
言
が
あ
り
ま
し

た
。
熱
心
な
発
言
に
共
感

の
拍
手
あ
り
笑
い
あ
り
の

充
実
し
た
討
論
に
な
り
ま

し
た
。

四
月
に
新
規
採
用
さ
れ
自

ら
加
入
し
た
青
年
組
合
員

は
、
憧
れ
の
教
師
に
そ
し

て
都
教
組
組
合
員
に
な
っ

た
喜
び
や
こ
れ
か
ら
の
抱

負
を
語
り
大
き
な
拍
手
に

包
ま
れ
ま
し
た
。

多
く
の
学
校
で
極
め
て
多

忙
な
中
で
も
、
組
合
員
が

中
心
と
な
っ
て
職
場
づ
く

り
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と

が
力
強
く
語
ら
れ
、
執
行

部
だ
け
で
な
く
参
加
し
た

代
議
員
が
、
厳
し
い
現
状

の
中
で
も
組
合
員
で
あ
る

こ
と
に
誇
り
を
も
ち
「
組

合
こ
こ
に
あ
り
」
と
が
ん

ば
っ
て
い
る
こ
と
を
確
か

め
合
う
こ
と
が
で
き
、
勇

気
と
元
気
を
た
く
さ
ん
も

ら
え
た
素
晴
ら
し
い
大
会

に
な
り
ま
し
た
。

執
行
部
は
大
会
で
承
認
さ

れ
た
方
針
に
基
づ
き
、
す

べ
て
の
分
会
の
組
合
員
と

力
を
合
わ
せ
て
、
要
求
の

実
現
に
取
り
組
み
ま
す
。

都教組、年金者組合、ＣＵ東京の練馬３支部が定期大会
３５人学級、声かけ運動で仲間づくり、雇用を守るなど「組合ここにあり」を確認

ブロックごとの分会交流では、他校の

様子を直接聞くことができました。

挨拶を行なう小林委員長



６
月
１
８
日
（
土
）
午
後

か
ら
ラ
パ
ス
ホ
ー
ル
で
、
第

３
回
の
定
期
大
会
を
開
催
し

ま
し
た
。

昨
年
の
大
会
で
２
０
支
部

０
０
０
人
の
組
合
員
を
拡
大

し
よ
う
と
取
り
組
み
ま
し
た

が
、
３
支
部
が
結
成
さ
れ
、

１
１
支
部
２
７
３
人
（
１
０

４
人
純
増
）
に
到
達
し
ま
し

た
。大

会
で
は
、
９
人
が
発
言

し
ま
し
た
。

運
輸
関
係
の
事
件
が
多
く

な
っ
て
い
る
例
や
月
２
回
昼

休
み
宣
伝
な
ど
を
行
な
っ
て

い
る
例
な
ど
が
報
告
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
労
働
争
議

で
の
団
体
交
渉
へ
の
援
助
な

ど
体
制
強
化
の
要
望
も
出
さ

れ
ま
し
た
。

早
期
に
２
０
支
部
１
０
０

０
人
の
組
合
員
を
拡
大
し
、

３
０
０
０
人
の
組
合
に
す
る

た
め
、
力
を
出
そ
う
と
の
方

針
を
確
立
し
ま
し
た
。

Ｃ
Ｕ
東
京
は
労
働
条
件
の

改
善
は
も
ち
ろ
ん
、
共
済
制

度
も
充
実
し
た
組
合
で
す
。

皆
さ
ん
の
周
り
の
方
へ
す
す

め
て
く
だ
さ
い
。

新
し
い
体
制
は

執
行
委
員
長

市
瀬
正
樹

練
馬
支
部

副
執
行
委
員
長

川
村
好
正

江
東
支
部

伊
澤

智

東
京
土
建

相
楽
茂
治

都
教
組

平
山
和
雄

直
属
支
部

植
松
隆
行

東
京
国
公

書
記
長

関
根
和
夫

直
属
支
部

執
行
委
員
は
、
各
支
部
か
ら

選
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

６
月
１
６
日
、
東
京
土
建

練
馬
支
部
で
１
０
団
体
１
９

人
の
参
加
で
開
催
し
ま
し
た
。

最
初
に
相
田
税
理

士
か
ら
「
震
災
を

口
実
と
し
た
消
費

税
を
は
じ
め
と
し

た
国
民
負
担
増
を

ど
う
考
え
る
か
」

と
題
し
て
、
学
習

を
う
け
ま
し
た
。

国
民
世
論
も
当
初

よ
り
こ
の
た
め
の

増
税
は
お
か
し
い

と
変
化
し
て
い
る

こ
と
や
そ
し
て
、

復
興
債
は
大
企
業

の
内
部
留
保
を
活

用
す
る
べ
き
と
の

提
言
も
さ
れ
て
い

る
こ
と
が
明
ら
か

に
さ
れ
ま
し
た
。

総
会
で
は
、

「
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の

廃
止
」
の
取
り
組
み
や
短
期

保
険
証
の
発
行
問
題
で
の
対

区
要
請
、
各
団
体
の
活
動
が

報
告
さ
れ
ま
し
た
。

医
療
の
改
悪
や
介
護
保
険
の

改
悪
、
税
と
社
会
保
障
の
一

体
化
、
地
域
主
権
改
革
な
ど

で
ま
す
ま
す
労
働
者
、
国
民

の
生
活
が
大
変
に
な
る
中
で
、

多
く
の
区
民
と
力
を
合
わ
せ

て
改
善
し
て
い
く
こ
と
を
確

認
し
ま
し
た
。

時
給
千
円
以
上
に

６
月
２
２
日
、
全
労
連
・

国
民
春
闘
共
闘
委
員
会
は
、

最
低
賃
金
引
き
上
げ
や
公
務

員
賃
金
引
き
さ
け
反
対
な
ど

を
掲
げ
て
、
省
庁
要
請
や
厚

生
労
働
省
前
で
座
り
込
み
行

動
な
ど
を
取
り
組
み
ま
し
た
。

経
営
者
側
は
、
東
日
本
大

震
災
に
よ
る
賃
金
抑
制
攻
撃

を
強
め
て
い
る
中
で
、
最
低

賃
金
引
き
上
げ
の
取
り
組
み

は
、
こ
の
状
況
を
変
え
る
上

で
、
大
変
重
要
で
す
。
署
名

を
職
場
で
取
り
組
み
、
大
企

業
の
責
任
を
求
め
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

区
民
生
活
を
守
ろ
う

６
月
２
３
日
、
練
馬
区
民

要
求
実
現
実
行
委
員
会
を
開

催
し
ま
し
た
。
今
年
は
、
大

震
災
の
関
係
で
「
だ
い
こ
ん

行
進
」
取
り
や
め
、
実
行
委

員
会
が
遅
れ
ま
し
た
が
、
各

団
体
の
要
求
を
取
り
ま
と
め
、

８
月
に
は
練
馬
区
へ
要
求
書

を
提
出
し
、
対
区
要
請
を
行

い
ま
す
。
各
団
体
の
要
求
は

７
月
２
９
日
ま
で
に
労
連
へ

フ
ァ
ッ
ク
ス
し
て
下
さ
い
。

大
集
会
は
、
１
１
月
２
９

日
（
火
）
夜
、
練
馬
文
化
セ

ン
タ
ー
小
ホ
ー
ル
で
開
催
す

る
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。

（２）２０１１年６月２４日 ねりまろうれん 第１３２号

一
人
ぼ
っ
ち
の
労
働
者
を
な
く
そ
う
！

安
心
し
て
働
き
、
暮
ら
せ
る
社
会
を

確
立
し
よ
う
！

Ｃ
Ｕ
東
京
第
3
回
定
期
大
会

社会保障制度を充実させ、安心して暮らせる世の中に

社会保障推進協議会２０１１年度総会

開会の挨拶を行なう栗原副会長
閉会の挨拶を行なう掛端副会長

震災復興は大企業の責任でと

提言する相田税理士

冒頭挨拶を行なう市瀬委員長

お
知
ら
せ


